
昭和 ６年 国立公園法公布される。
７年 国立公園委員会で全国１２候補地に大雪山も含められる。
９年 大雪山国立公園が指定される。面積226,781ha.

１３年 厚生省設置。国立公園行政は体力局所管となる。
１６年 太平洋戦争が始まる。国立公園は「銃後国民の体力錬成道場」として活用される。

厚生省、国立公園管理員制度発足。
大雪山国立公園層雲峡管理員事務所開設。

２９年 層雲峡集団施設地区を指定。
３２年 自然公園法公布（国立公園法廃止）
４０年 勇駒別集団施設地区を指定。
４３年 糠平集団施設地区を指定。

環境庁設置される。
大雪山国立公園に特別保護地区を指定。

４７年 大雪山国立公園勇駒別管理員事務所開設。
大雪山国立公園糠平管理員事務所開設。
十勝川源流部原生自然環境保全地域の指定に伴い、公園区域の一部を削除する。

平成５年 大雪山国立公園連絡協議会設立。
６年 ヒグマ情報センター整備、運用開始。

公園区域の再検討により、面積226,764haとなる。
十勝三股集団施設地区を指定。
車馬乗入区域を指定。
第１種～第３種特別地域を指定。

１２年 層雲峡ビジターセンター開館。
１５年 公園計画の第１次点検。
１８年 大雪山国立公園登山道管理水準、技術指針の策定。
１９年 大雪山国立公園管理計画の策定
２４年 登山道関係者による情報交換会（表大雪）
２７年 登山道管理水準改訂。
２８年 登山道技術指針改定。

大雪山国立公園携帯トイレ普及宣言。
登山道技術指針（実施手順マニュアル試験運用）
公園計画の第２次点検。
十勝三股集団施設地区→十勝三股地区に変更
大雪山国立公園管理事務所（東川管理官事務所、上士幌管理官事務所）へ改組。
大雪山国立公園ビジョン策定。
大雪山国立公園連絡協議会（総合型協議会）の立ち上げ。
→　登山道情報交換会を、表大雪/東大雪登山道部会に改組。

令和２年

～　大雪山国立公園の歴史　～

２８年

４６年

５２年

　　７年

３０年

３１年


